
+++
+++
+++
+++
+++
+++
+++
+++
+++
+++
+++
+++
+++

+++
+++
+++
+++
+++
+++
+++
+++
+++
+++
+++
+++
+++

討討

論論

討討

論論

意
見
書
決
議

今
定
例
会
で
次
の
意
見
書
決

議
を
全
会
派
一
致
で
可
決
し
、

そ
の
実
現
を
関
係
各
機
関
に
要

望
し
ま
し
た
。

▼
児
童
虐
待
防
止
対
策
の
さ
ら

な
る
強
化
を
求
め
る
意
見
書

請請

願願

次
の
請
願
は
、
所
管
の
常
任

委
員
会
で
審
査
さ
れ
ま
し
た
。

◆
閉
会
中
の
継
続
審
査
と
な
っ

た
請
願

▼
危
険
・
老
朽
化
の
学
校
施
設

の
改
善
と
教
育
予
算
の
増
額

を
求
め
る
請
願
（
継
続
審
査

事
件
）

▼
学
童
保
育
（
留
守
家
庭
児
童

育
成
ク
ラ
ブ
）
の
待
機
児
童

解
消
を
求
め
る
請
願
（
継
続

審
査
事
件
）

▼
友
井
保
育
所
の
存
続
を
求
め

る
請
願
の
件
（
継
続
審
査
事

件
）

陳陳

情情

次
の
陳
情
は
所
管
の
委
員
会

へ
回
付
さ
れ
ま
し
た
。

▼
指
定
校
変
更
及
び
区
域
外
就

学
の
許
可
基
準
の
弾
力
的
運

用
に
関
す
る
陳
情

公
平
委
員
会
委
員
な
ど
の
選
任
、

任
命
に
同
意

六
月
二
十
五
日
の
本
会
議
に

提
出
さ
れ
た
人
事
案
件
は
、
次

の
方
の
選
任
、
任
命
に
同
意
、

ま
た
は
異
議
な
い
旨
の
答
申
を

し
ま
し
た
。

（
敬
称
略
）

公
平
委
員
会
委
員

村
岡

悠
子

農
業
委
員
会
委
員

石
井

忠
和

石
橋

亮
平

大
西

博

大
野

一
博

木
田

悟
朗

北
風
美
代
幸

北
村

一
雄

草
開

善
城

清
水

信
行

杉
山

和
良

田
中

隆
夫

田
中

強
志

西
田

公
行

西
田

博
文

松
田

晃

宮
崎

行
俊

!
生
よ
み
子

山
田

豊
次

財
産
区
管
理
委
員

野
口

善
功

野
村

和
雄

人
権
擁
護
委
員

岡
本

香
里

村
田
貴
美
子

日

本

共

産

党

会
計
年
度
任
用
職
員
の
給
与

及
び
費
用
弁
償
に
関
す
る
条
例
、

及
び
職
員
の
分
限
手
続
及
び
効

果
に
関
す
る
条
例
等
の
一
部
改

正
に
関
し
、
人
件
費
総
量
抑
制

を
進
め
る
た
め
市
も
多
様
な
任

用
形
態
を
と
っ
て
き
た
が
、
法

的
根
拠
が
曖
昧
で
法
律
も
改
正

さ
れ
、
民
間
で
は
有
期
雇
用
を

繰
り
返
し
五
年
で
無
期
転
換
の

ル
ー
ル
が
あ
る
が
、
会
計
年
度

任
用
職
員
制
度
で
は
こ
の
適
用

が
な
い
な
ど
職
員
の
育
成
や
雇

用
確
保
に
問
題
が
生
じ
る
。
ま

た
正
規
職
員
か
ら
非
正
規
職
員

に
置
き
か
え
ら
れ
る
こ
と
も
懸

念
さ
れ
る
た
め
反
対
。
市
立
認

定
こ
ど
も
園
条
例
の
一
部
改
正

に
関
し
て
は
、
保
育
所
が
不
足

す
る
中
、
十
月
か
ら
実
施
さ
れ

る
幼
児
教
育
、
保
育
の
無
償
化

に
よ
り
、
更
な
る
待
機
児
童
増

加
が
懸
念
さ
れ
る
。
こ
の
状
況

で
公
立
保
育
所
、
幼
稚
園
を
廃

止
す
る
の
で
は
な
く
、
希
望
す

る
誰
も
が
利
用
で
き
る
認
可
保

育
所
の
整
備
を
進
め
る
こ
と
が

必
要
で
あ
り
反
対
。
花
園
ラ
グ

ビ
ー
場
に
係
る
財
産
取
得
に
関

し
て
は
、
我
が
党
は
当
初
か
ら

ラ
グ
ビ
ー
場
を
近
鉄
所
有
で
Ｗ

杯
を
迎
え
る
こ
と
が
可
能
だ
と

指
摘
し
、
四
十
五
億
円
と
い
う

巨
額
の
土
地
購
入
費
に
つ
い
て

市
の
身
の
丈
を
超
え
る
と
し
一

貫
し
て
反
対
の
立
場
を
表
明
し

て
い
る
。
三
請
願
に
つ
い
て
は

市
民
の
切
実
な
願
い
で
あ
り
、

必
要
か
つ
急
ぐ
べ
き
案
件
で
、

賛
成
の
立
場
を
表
明
し
継
続
審

査
に
は
反
対
す
る
。
そ
の
他
の

議
案
に
は
賛
成
す
る
も
の
。

政
務
活
動
費
の
廃
止
条
例
、
及

び
議
員
定
数
の
一
部
改
正
条
例

の
提
案
説
明

大

阪

維

新

の

会

政
務
活
動
費
に
関
し
て
、
大

阪
維
新
の
会
東
大
阪
市
議
団
は

一
貫
し
て
一
旦
廃
止
、停
止
の
提

案
を
し
て
き
た
。こ
れ
は
平
成
二

十
三
年
度
か
ら
二
十
五
年
度
に

か
け
て
、議
員
四
十
人
中
三
十
一

人
が
不
適
切
支
出
を
行
っ
た
に

も
拘
わ
ら
ず
、今
な
お
説
明
責
任

が
果
た
さ
れ
て
い
な
い
、あ
る
い

は
後
払
い
制
や
領
収
書
の
ネ
ッ

ト
公
開
も
な
さ
れ
て
い
な
い
現

状
か
ら
で
あ
る
。
領
収
書
の
ネ

ッ
ト
公
開
は
来
年
の
一
月
よ
り

行
わ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
が
、

後
払
い
制
に
つ
い
て
は
改
選
後

議
論
し
て
い
く
と
の
申
し
送
り

が
な
さ
れ
た
。我
々
の
任
期
も
残

り
三
カ
月
余
り
と
な
っ
た
今
で

も
ま
だ
説
明
責
任
が
果
た
さ
れ

て
い
な
い
こ
と
か
ら
、議
会
全
体

の
責
任
と
考
え
、政
務
活
動
費
は

一
旦
廃
止
す
べ
き
。議
員
定
数
に

関
し
て
は
、三
月
議
会
で
三
十
八

か
ら
三
十
へ
改
正
す
る
提
案
を

行
っ
た
が
、我
が
会
派
以
外
す
べ

て
反
対
し
否
決
さ
れ
た
。
現
在

東
大
阪
市
議
会
は
辞
任
等
に
よ

り
三
十
六
人
で
議
会
活
動
を
行

っ
て
い
る
。
現
在
の
三
十
六
人

で
も
確
か
な
議
会
活
動
が
行
わ

れ
て
い
る
と
考
え
定
数
を
三
十

六
へ
削
減
す
る
提
案
を
行
う
。

公

明

党

政
務
活
動
費
に
関
し
て
、調
査

等
協
議
会
の
意
見
書
で
必
要
と

の
結
論
と
と
も
に
、一
旦
廃
止
に

よ
る
市
政
の
停
滞
等
弊
害
を
否

定
で
き
な
い
、政
務
活
動
の
低
下

や
議
員
の
資
質
向
上
の
機
会
を

奪
う
こ
と
は
市
民
に
回
復
困
難

な
不
利
益
を
及
ぼ
す
恐
れ
が
あ

る
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
こ
と
か

ら
反
対
。
更
に
運
用
を
透
明
化
、

適
正
化
す
る
方
法
を
真
摯
に
模

索
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と

述
べ
ら
れ
て
お
り
、
こ
れ
を
受

け
、政
務
活
動
費
検
討
会
議
を
開

催
し
、一
月
六
日
か
ら
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
公
開
も
始
ま
る
こ
と
と

な
っ
た
。
議
員
定
数
に
関
し
て

は
、市
長
と
議
会
が
緊
張
関
係
を

保
ち
続
け
る
こ
と
が
求
め
ら
れ

る
が
、本
市
の
議
員
定
数
は
政
令

市
を
除
く
大
阪
府
下
、及
び
全
国

中
核
市
の
中
で
も
人
口
割
で
ト

ッ
プ
ク
ラ
ス
の
少
な
さ
で
あ
る
。

地
域
単
位
の
視
点
か
ら
、さ
ま
ざ

ま
な
政
策
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
役

割
を
果
た
す
た
め
複
数
の
意
見

が
述
べ
ら
れ
る
体
制
が
望
ま
し

い
。
少
子
高
齢
化
が
進
む
中
、
地

域
の
支
え
合
い
の
基
本
と
な
る

二
十
五
中
学
校
区
ご
と
に
二
人

の
五
十
人
が
適
当
と
考
え
る
。ま

た
本
市
で
は
平
成
十
五
年
改
選

時
の
定
数
五
十
人
以
降
、
三
回

の
改
選
ご
と
に
四
人
ず
つ
定
数

を
減
ら
し
、
議
員
自
ら
身
を
切

る
改
革
を
行
い
、
現
在
は
三
十

八
人
に
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら

の
こ
と
か
ら
定
数
削
減
は
反
対
。

更
に
定
数
論
議
の
際
に
は
、
第

三
者
委
員
会
で
審
議
を
し
て
頂

き
、
そ
の
上
で
結
論
を
出
す
こ

と
が
望
ま
し
い
と
申
し
添
え
る
。

日

本

共

産

党

政
務
活
動
費
に
関
し
、不
適
切

な
問
題
が
発
覚
し
て
以
降
、今
後

議
会
と
し
て
問
題
を
起
こ
さ
な

い
よ
う
、
第
三
者
の
意
見
も
踏

ま
え
た
検
討
会
議
を
続
け
て
き

た
。
二
十
七
年
の
改
選
後
は
維

新
の
会
も
検
討
会
議
に
参
加
さ

れ
て
お
り
、と
も
に
更
な
る
検
討

を
図
る
べ
き
。
ま
た
後
払
い
制

や
領
収
書
の
ネ
ッ
ト
公
開
の
検

討
は
既
に
意
見
が
出
さ
れ
、方
向

性
は
総
意
と
し
て
出
て
お
り
、

来
年
一
月
に
は
ネ
ッ
ト
公
開
さ

れ
る
。
今
、
議
会
が
行
う
べ
き
こ

と
は
、
政
務
活
動
費
の
透
明
性

を
高
め
、
議
員
と
し
て
の
法
令

遵
守
意
識
と
資
質
の
向
上
を
図

り
、
市
民
福
祉
の
向
上
と
暮
ら

し
を
守
る
た
め
の
政
務
活
動
を

行
う
こ
と
で
あ
り
政
務
活
動
費

を
廃
止
す
る
こ
と
に
は
反
対
す

る
。
議
員
定
数
の
二
人
削
減
に

関
し
て
は
、
主
な
理
由
が
辞
任

等
に
よ
り
現
在
三
十
六
人
で
議

会
活
動
が
で
き
て
い
る
と
い
う

も
の
で
あ
る
が
、
二
人
が
い
な

い
こ
と
と
定
数
二
人
削
減
は
全

く
別
次
元
の
問
題
で
あ
る
。
二

元
代
表
制
の
も
と
で
市
長
と
独

立
、
対
等
な
機
関
と
し
て
、
市
民

の
意
見
や
知
見
を
も
と
に
議
員

と
し
て
の
意
見
を
述
べ
、
基
礎

自
治
体
の
運
営
、
方
針
を
決
定

す
る
。
ま
た
、
行
政
の
チ
ェ
ッ

ク
、評
価
を
す
る
機
関
と
し
て
の

役
割
を
発
揮
す
る
こ
と
で
あ

り
、
定
数
削
減
は
そ
れ
ら
の
権

限
を
弱
体
化
さ
せ
る
も
の
で
あ

り
反
対
す
る
。

（２）第２０２号東 大 阪 市 議 会 だ よ り令和元年８月１５日


